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持っている｡ これらの各 siteにおいてPr3+ィォンは,それぞれ第 1励起状態が2重項 (d-イ













リエ変換 ), 7<0ならば,電子スピン間だけの相互作用で相転移が起こり(電子領域 ),
7>0では電子スピンと核スピンの結合があって初めて相転移が起こる(核領域 ), 甲>0
の場合,転移温度はd-イオンとt-イオンの相互作用♂odtの大きさに強く依存するoまた,
秩序相でのd-イオンと ト イオンの電子スピンモーメントの比も,♂odtの大きさに依存し,
ほとんどの温度領域で2Lyodt/(1-2γ2-7ott/At)で一定になるo また,核スピンモーメ
ントの比は,高温では電子のそれと等しく,核スピン-電子スピン結合係数Aと同じ程度の温
度領域 (kT～A/Ad･A/At)になると,それぞれのイオンの核スピンモーメントは急激な温
度変化を示す｡
現実のPrでは,d-イオンとt-イオンが2個ずつ単位胞に含まれており,また sln型の複
雑な磁気配列であるため今のモデ/レが直接あてはまるわけではないが,観測されている核スピ
ンモーメントの温度変化より♂odtの大きさに関する目安を得ることはできると思われるo
また,磁気励起エネルギー及び磁場下での各 siteでの誘起モーメント等の実験との対応を議論
する｡
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